
日程及び内容

海洋と地球の学校 実行委員会 東北大学　山形大学　海洋研究開発機構東北大学　山形大学　海洋研究開発機構主　催 後　援 検 索検 索海洋と地球の学校

6日（土） 

7日（日） 

◆第0講　わたしたちはどこからきたのか
　　　　 ― 惑星地球システム科学と地球史―　　　　　　　　　　　  　 講師：藤岡換太郎　元海洋研究開発機構

◆第1講　2011年東北地方太平洋沖地震の実像と
               その沈み込みダイナミクス的意義　　　　　　　　　   　 

講師：日野　亮太　東北大学

◆第2講　微化石と海洋堆積物から読み解く地球環境変動　 　　　 講師：本山　　功  山形大学

◆第3講　マントルまで掘ろう！ モホール計画　　　　　　　　  　 講師：阿部なつ江　海洋研究開発機構

◆第4講　新種の火山・プチスポット海底火山と
               海洋プレート、アセノスフェア　　                            　

講師：平野　直人 　東北大学

◆活火山蔵王：噴出物を観察して噴火の歴史や地下のマグマの進化に思いを馳せよう！（蔵王山）
    巡検案内者：伴   雅雄  山形大学

平成26年

6日（土）／東北大学片平キャンパス
　　　　　北門会館エスパス（講義）　
7日（日）／蔵王山（巡検）

96（土） （日）7
応募期間

参 加 費

7月5日（土）～
　　8月25日（月）まで

25,000円
（交通費は自己負担）

応募方法
海洋と地球の学校HPにて

参加大学生
大学院生

募集中
※専門分野は問わず
　一般参加も可

http://kaiyotochikyunogakko.jimdo.com

※人数に達し次第募集終了
※応募動機必須

～われわれはどこから来たのか、われわれは何者か、われわれはどこへ行くのか～

多様な講義、地球のダイナミクスを感じる巡検、

専門・学年に関係なく集まる人々。学問、自然、人。

様々な学問、価値観が違う人を通じて、

地球科学、いや、もっと大きなスケールの「科学」を

捉え直してみたい。

知り、考え、議論する。

きっとまだまだ考えられるはず。

見える世界はきっと奥深い。

この学校を作るのはあなたです。
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